
 

 

 

 
◇令和 4 年度の主な研究 

(1)下北の海で育てたマツカワの高品質出荷推進事業 

 天然のマツカワは主に北海道でのみ漁獲される幻の高級魚として知られており、その希少性は豊洲市場内で

も有名です。一方、青森県においては平成 28 年頃から水産総合研究所が主体となって、マツカワの養殖生産サ

イクル確立の試験を行って技術開発し、当研究所が鮮度保持技術開発及び簡易加工技術等の開発を行いました。 

令和 4 年度からは、それまでの試験結果を基に、下北地方水産事務所主体の県重点事業の一環として、佐井漁

港の防波堤付近に設置された生け簀でマツカワの海面養殖

試験が行われており、当研究所ではマツカワを高品質出荷す

るための水揚げ時（餌止め）処理技術や消費者ニーズに対応

した一次加工技術の開発等を行っています。 

今年度は、活締めの効果を確認するとともに一次加工品の

開発及びラウンドやフィレーなど加工形態の違いが冷蔵保

存時の鮮度に及ぼす影響を検討します。また、0 日から最大

３日間フィレーの状態で熟成した場合及び熟成後に冷凍し

た時の旨味成分の変動について評価を行い、消費者がおいし

く食べられる方法等について検討しています。 

 

(2)小型いか釣り漁業の経営安定強化事業 

 スルメイカは青森県を代表する水産物ですが、近年は記録的な不漁が続き、いか釣り漁業者は大きな打撃を

受けています。その中でも特に 30 トン未満の小型いか釣り漁船で影響が大きく、早急に対応を進める必要があ

ります。 

そのため、令和 4 年度から県水産振興課では、「小型いか釣り漁業の経営安定・強化に向けた地域研究会（漁

業者、漁協、国、県、市町村、産技センター）」を設置・開催し、小型いか釣り漁業者の経営実態調査や経営分

析を行い、解決策を提案するとともに産地価格の向上につながる出荷方法を検討することにしており、当研究

所では漁獲量が回復した場合を想定してスルメイカの鮮度保持や梱包技術等の開発試験を行います。 

今年度は、船上で簡便に行える鮮度保持処理方法の検討及びスルメイカの鮮度に及ぼす影響について、旨味

成分や肉質の変動を調べます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マツカワガレイ 

スルメイカの活締め処理 魚倉内の活スルメイカ 



◇職場体験学習 

 中学生の就業意識の向上や当研究所の業務内容の周知を目的として、職場体験学習を実施しました。今年度

は田名部中学校（9/1～2）の生徒及び、大畑中学校（9/27～28）の生徒達が実習を行いました。 

実習は 2 日間にわたって行われ、初日はメロンパンを製造し、生徒達は発酵した生地の大きさに驚いていま

したが、生地の小分けや成形作業も無難にこなし、最後に焼き上がったパンを見て充実感に浸ってました。 

二日目はサバ・サンマを使った押し寿司を製造し、包丁を使って三枚おろしのフィレーにする作業では、戸

惑いながらも挑戦し、手を切ることもなく処理し、最後の成型作業では押し寿司になった形を見て満足そうで

した。 

両校の生徒 3 名は、いずれも熱心に講師の説明を聞いて作業に取り組み、驚くほど順調に作業を進めること

ができました。また、雑談の中で普段はどんな仕事をしているのか、どうして研究所に入ったのかなど、講師

の研究員にたくさんの質問をしてくれたことから、当研究所の業務に興味を持ってくれた様子でした。今回の

経験を今後の将来の選択に役立てていただければと思います。 

 

 

◇依頼試験内容              ◇職員の紹介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

依頼試験料金表       

水分測定 2,750 円 

灰分測定 2,750 円 

脂質測定 2,750 円 

たんぱく質測定 2,750 円 

水分活性測定 2,750 円 

塩分 

(2 件目以降) 

3,250 円 

1,100 円 

微生物試験 

(一般生菌数、大腸菌群) 

 

各 2,750 円 

ｐＨ測定 1,900 円 

Ｋ値測定 11,500 円 

遊離アミノ酸分析 

(2 件目以降) 

52,900 円 

19,800 円 

顕微鏡画像撮影による検査 2,700 円 

その他の分析 要相談 

 所    ⾧ 中 村  靖 人 

研究開発部 部    ⾧ 清 野  貴 将 

 主 幹 大 沢  正 和 

 主 任 研 究 員 大 室 和也 

 研 究 員 高 田  偲 帆 

 非常勤事務員 小林 有季 

加工技術部 部    ⾧ 角  勇 悦 

 主 任 研 究 員 竹 内  萌 

 研 究 員 山 田  昇 平 

 研 究 員 岸 本  尭 大 

 非常勤労務員 丸谷 利重子 

パンの材料を計量中の田名部中生徒 押し寿司を成型中の大畑中生徒 

下北ブランド研究所だよ！ 第 7 号 
編集・発行 地方独立行政法人 青森県産業技術センター 下北ブランド研究所 

      〒039-4401 青森県むつ市大畑町上野 154 

      ℡：0175-34-2188、FAX：0175-45-3175 

発 行 日 令和 4年 10 月 31 日 


